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第１回長崎大学環東シナ海海洋環境資源研究センター市民講演会 
− −環境と資源の保全に向けて 生物多様性の宝庫・ガラパゴスを例として  

長崎大学総合教育研究棟/多目的ホール（2006/3/11） 

 

 

ガラパゴスはなぜ世界遺産になったのか 
 
 

伊 藤 秀 三 

（長崎大学名誉教授） 

 
長崎における最初のガラパゴス集会で基調講演の機会を与えられたことは，大変
光栄なことであり，感謝します。振り返ると，1964年以来，幾度かガラパゴスに
植物生態調査に出かけました。専門は植物生態学ですが、現地では自然保護関係
者のご努力とご苦労をかいま見てきました。 
 
ガラパゴス諸島は，世界自然遺産の1978年第１号登録地の栄誉を担っています。 
 
何故，どのようにして，遺産第１号の指定に至ったのか。それについてお話しし
よう。 
この「何故」と「どのようにして」には２つの内容がある。１は，ガラパゴスに
遺産指定の基準を満たす自然が揃っていることであり。２は国際的な協力の下で
自然と生物の保護保全に懸命な努力が払われていることです。 
 
まずはじめに，皆さんが今ガラパゴスへ行ったとき見ることが出来る自然と生物
を，ごくごく簡単に紹介しましょう。それに続けて，1960年代はじめから続いて
いる国際協力のもとでの自然保護保全の努力を話し，世界自然遺産登録第１号へ
の道のりを話します。 
 
（スライド３）ガラパゴス諸島の地図。ガラパゴスは東太平洋の赤道下、南米大
陸から1000キロ西にある火山起原の群島です。群島の西の端に溶岩吹出し定点で
あるホットスポットがあり、その上に作られた火山は海底プレートに乗って東南
東方向に運ばれていくので、群島の西方にある火山島は新しく、東方にある島が
古い。東西で約500万年の差がある。 
（スライド４）最西端フェルナンディナ島の1995年噴火。左下：そのすそ野に広
がる新しいパホイホイ溶岩、右下：イサベラ島ダーウィン火山の新しいアア溶岩。 
（スライド５）群島中央に位置する中等度の古さの島、上右：バルトロメ島、左
下：サンチャゴ島、チャールス・ダーウィンは対岸中央の黒い溶岩流のうえを歩
いた。 
（スライド６）最東端の最も古いサンクリストバル島。上：山頂には群島唯一の
淡水湖エルフンコがあり、中：山地には植物がよく茂り、下：乾燥した海岸部で
もよく浸食風化された地形が見られる。 
 



 2

以下、スライド７〜15にはユニークな動植物を紹介する。ここに掲げた種類は、
ほとんどがガラパゴス固有種である。特徴的なのは、動物たちが人間に対して逃
避行動を見せないことである。 
 
（スライド16）イギリスの博物学青年チャールズ・ダーウィン（Charles R. Darwin）
は、1835年9〜10月、ビーグル号で35日間ガラパゴス諸島に止まり、20日間を陸上
で過ごし、火山地形を観察し、動植物の生態を調べ、標本を採集した。 
 
ダーウィンはのちに出版した「ビーグル号航海記（1845）」の「ガラパゴス」の章
に、その時の行動と観察を記録し、さらに書き込んだ。「なぜ、ここガラパゴスの
小さな陸地、それは地質学的には新しく海中から生じ、玄武岩質の溶岩からでき
ていて、特異な気候下にあるこの陸地の上で、生物たちはアメリカ大陸の刻印を
帯びて創造されたのだろうか。」「この群島はいかにも小さいものであるにもかか
わらず、そこには多くの、いちいち違いながらも共通なところのある種が存在す
る。しかもそれらの分布範囲は驚くほど狭い。・・・これらの根拠から、かのいわ
ゆる”神秘中の神秘”に属する大問題、新しい生物がこの地球上にどうして生ま
れるかということについて、手がかりが得られるように思う。」と書いた。私はこ
の故事にちなんで、ガラパゴス諸島に「進化論のふるさと」なるニックネームを
与え、拙著：中公新書90（1966年刊）の書名とした。 
 
ダーウィンの「ビーグル号航海記（1845）」と「種の起源（1859）」の中のガラパ
ゴスに関する記述は、この小さな群島に脚光を浴びさせた。19世紀後半から20世
紀前半にかけて、ガラパゴスは学術探検の時代を迎えた。それは同時に入植の時
代でもあった。 
 
（スライド17）ドイツの青年動物学徒アイブル･アイベスフェルト（I. 
Eibl-Eibesfeldt）は、1954年、探検ヨット「クセリファ号」に乗ってガラパゴス
にやってきた。スライド中央：1960年の著書「ガラパゴス諸島=太平洋のノアの箱
船」の中では１章を設けて説く。 
「地球上をつぎつぎにコンクリートとアスファルトで敷き詰め，何百万年もかか
って作られた自然美がわずか10年たらずで滅びていくのを，我々は手をこまぬい
てみているのか。たぶん人類は，地球という実り豊かな農園における悲劇的な進
歩を完全には避けることは出来ないであろう。それだけになおさら，経済的には
無価値でも自然の驚異が非常に豊かにあるガラパゴス諸島ぐらいは，破壊せずに
後世まで保存して置きたいと思う。」「自然保護は贅沢なのか義務なのか。・・・・
誰でも，自然の美的価値を尊重するに違いない。花が咲き，豊かにに鳥が住み，
沼沢地や海の光景，大型動物のすむ草原，これらはみな美しく，多くの人々に慰
めを与える。そのような意味でも人々は，国立公園を贅沢などと思ってはならな
い。」「ダーウィンがガラパゴスの意味を始めて理解したのであった。それは彼の
1859年の著作：種の起源の中に述べられている。この著作は今日なお，現代的な
自然科学的世界像の基礎となっている。」「自然保護は，われわれが次世代のため
に果たすべき責務である。」 
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1957年、ユネスコは彼とアメリカのボーマン（R. I. Bowman）を派遣してガラパ
ゴスの現状を調査させた。報告書(UNESCO Mission Report 8: Survey on the 
Galapagos Islands)の中にアイブル・アイベスフェルトは書いている。ガラパゴ
スの爬虫類、鳥類、哺乳類のユニークさを詳細に記述するとともに、それらが人
間が放ったヤギ、ブタ、ウシ、ロバなどに、また帰化したクマネズミに圧迫され
ている状態を報告し、改めて帰化動物の対策を訴えた。そのころのガラパゴス諸
島は、全島ではないが、エクアドルの動物保護区に指定されていた。しかし当時
なお、一部のゾウガメの運命はごく一部の入植者の手の内にあったっことも報じ
ている。そうした状況を踏まえて彼は主張する。 
 「世界中どこにおいても、動物や植物の保護のために法律を作るだけでは不十
分である。実効をあげるためには、保護区の管理や法の執行が不可欠である。ガ
ラパゴスの効果的な管理を目指すならば、そのための基地が必要であり、生物学
研究所の設立こそ緊急事である。そうすれば、動物相は定期的に調査でき、動物
個体群の増減を把握できる。法に違反した行為は、エクアドル政府に報告される
だろう。」「その研究所は、ダーウィンの『種の起源』出版百年を記念すべく、『ダ
ーウィン記念研究所』と命名したい」。 
 この報告書は1958年はじめにユネスコに提出された。 
 
ユネスコとIUCN（国際自然保護連合）に深い関係を持っていたジュリアン・ハク
スレー（Julian Huxley）を中心に，1959年、自然保護指向の生物学者たちは「チ
ャールズ・ダーウィン財団」を結成した。 
ハクスレー卿は主張する。 
 「ガラパゴス諸島は自然科学史上きわめて重要である。チャールズ・ダーウィ
ンに生物進化の事実を確信させたのは、他ならぬガラパゴスの動植物だったから
である。ガラパゴスは、進化について自然が行っている実験を明白に見せてくれ
る。この理由により、またダーウィンが成し遂げたことの記念として、ガラパゴ
スの植物や動物は、研究され、保存され、保護されなければならない。さらに、
島々の生態について、各島の上で起きている進化の詳細について、まだまだ研究
すべき事が多く残されている。研究の成果はいずれも興味深いものとなるであろ
う。私は、動物と植物の科学的な研究と一層の保護を進めるために、恒久的な生
物学研究所の建設を強く希望する。」 
 こうして、欧米の研究者を中心にチャールズ・ダーウィン財団が1959年に結成
され、研究所建設の募金が開始され、現地では建設が始められた。 
 
（スライド18）これにエクアドル国内で呼応したのが、植物学者アコスタソリス
（M. Acosta-Solis）であった。彼は1937年にガラパゴスを調査し、1963年にはガ
ラパゴスの保護保全を訴えていた。 
 
（スライド19-20）1964年１月、チャールス・ダーウィン研究所は落成式をあげた。
カリフォルニア大学バークレー校は、これに時期を合わせて「ガラパゴス国際科
学事業計画 Galapagos International Scientific Project, GISP」を企画し、欧
米から分野別に研究者（若手を含む）を集めた。これに参加したのが、私の最初
のガラパゴス調査であった（スライド20、中段右方）。 
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（スライド21）落成式のあと、エクアドル政府とダーウィン財団は、ガラパゴス
における調査や保護について協定を交わし、ともに自然保護をすすめる協力関係
を作り上げ、（スライド22）初期10年間に大きな成果を上げた。列記すると、まず
生物相と生態系の調査であった。これにより、（スライド23）陸域97％の国立公園
と３％の居住/農耕区域の境界が定められ、さらに国立公園の区域内を厳正自然保
護区域、自然保護区域、特殊利用区域、探訪者区域など、区域割り（ゾーニング）
が定められた。 
（スライド24）無人島には、入植者が食料のためにヤギを放っていた。ヤギは植
物を食べて、リクイグアナやゾウガメの餌を奪った。その駆除は、自然保護の急
務であった。（スライド25）野生化ヤギの駆除は５つの島ではすでに完了し、イサ
ベラ・プロジェクトも2006年に完了した。 
 
ガラパゴスのシンボルであるゾウガメは、17世紀には海賊、18-19世紀には捕鯨船、
20世紀には入植者による乱獲のため、フロレアナ島では絶滅、ほかの島でも著し
く個体数が減少していた。その生き残りを確認したのもダーウィン研究所の成果
であったが、その個体数復元に取りかかった。 
 
（スライド26）爬虫類では、受精卵の孵化温度により雌雄が決まる。ゾウガメに
最適な温度29.5度を見極めて増殖が進められ、4-5年飼育してから故郷の島に返さ
れた。1965年、わずか14頭から復元が始められたエスパニョラ島では、2005年現
在、人工増殖し自然復帰させた個体から次世代が現地で生まれるに至っている。 
 
（スライド27, 28）ダーウィン研究所は、来訪研究者の支援も進めた。厳しい環
境の無人島での調査研究活動は、この後方支援がなかったら進めることは不可能
である。多くの研究者が支援を受けた。良く知られているのは、ピーター・グラ
ント夫妻のダフネ島での継続研究である。私のガラパゴス調査も、ダーウィン研
究所の支援があってはじめて可能であった。 
 
（スライド29）またダーウィン研究所では、ダーウィン財団の創始者で初代会長
であったバン・ストラーレン卿（V. Van Straelen）の名を冠するビジターセンタ
ーを開設し、一般来訪者に解放している。 
 
（スライド30）ガラパゴスの生物相は、固有種率が高い。そのうえ、自然環境は
破壊されないで、広く残されている。 
 
（スライド31）世界自然遺産への登録には、４つの条件が挙げられている。１．
地球の歴史をあらわす地学的な重要性、２．進化および生態の重要な事例、３．
素晴らしい自然美、４．生物多様性の保全上に重要な場所。これらの要件のすべ
てをガラパゴスは備えている。加えて、これらを保護保全する国内法が整備され
ていて、それが実施されていることも、登録に重要な要件である。ガラパゴスは、
1970年代半ばには管理上の要件と実績をすべて備えていた。 
（スライド32）こうしてガラパゴス国立公園（陸域）は、1978年、世界自然遺産
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登録の第一号となったのである。 
 
（スライド33）海域の自然保護は遅れていた。1974年に最初の討議資料が出され
た。当時私は、ダーウィン研究所の科学諮問委員会にいたので、その通知が来た。 
（スライド34、35）海域の自然保護に向けてダーウィン研究所の活動が始まり、
エクアドル政府も、1998年にガラパゴス特別法を制定して、海洋保護区を群島の
外郭線から40カイリ沖まで設定した。こうして2001年にはガラパゴス海洋保護区
も世界自然遺産に登録されたのである。 
 
（スライド36）ガラパゴスの生態系は、大きくは３つに分けられる。陸上生態系、
沿岸生態系、海中生態系である。人の居住/農耕区を除いて、この３大生態系は国
立公園および海洋保護区としてガラパゴス国立公園管理局によって保護管理され、
ユネスコの世界自然遺産に含まれる。 
（スライド37）ガラパゴスが世界自然遺産登録４条件（スライド31参照）すべて
に適合し、かつ保護保全管理に万全を期しているのは、チャールズ・ダーウィン
研究所とガラパゴス国立公園管理局の協同体制（スライド21参照）が出来ている
おかげである。両機関はサンタクルス島アカデミー湾に面して、プエルトアヨラ
町の東の端に並び建っている。 
 
この２つの機関がなかったら，自然保護保全は進まず，世界自然遺産の指定はあ
り得なかったであろう。 また，現在のガラパゴスは無かったであろう。ダーウ
ィン研究所と国立公園管理局の存在は大きな意味と意義を持っている。 
 
ガラパゴスは自然と生物多様性に優れているだけでなく，そこから新しい自然科
学上の知や情報をくみ出す源泉であり、自然の実験室/研究室であり、自然博物館
であり、思索と感動を与えてくれる場である。その発端は，19世紀，ダーウィン
によって拓かれ、生物進化論を生み出すきっかけとなった。この意味では，ガラ
パゴスは文化的な聖地でもある。そこを保護保全し，次の世代に引き継ぐことは
贅沢ではなく，いまの世代が果たすべき責務である。 
 
ご静聴有り難うございました｡ 
 


